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 ペガサス塾報　 10月号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   ～平成23年10月7日発行～


保護者の皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
勉強にスポーツに絶好の季節を迎え、学校の授業もいよいよ充実してまいります。各ご家庭におかれましても、時間は短くても集中して勉強する時間を毎日必ずとるようお願いします。もし、お子さまが日々の自宅での学習の習慣がついていない場合は、お子さまとの間でよく話し合いをしてください。自宅での勉強の必要性についてお子様の意見を良く聞いてください。そして、「塾に行く前日はテキストをやる。」という約束が、必ず実行されているかどうかも確認をお願いします。また、中３の受験生にとってはこれからが本番です。実力テストをはじめ学校の試験も毎月行われます。生徒の精神的な負担もかなり大きくなることでしょう。勉強は、やればやるほど疑問に思うことが出てきて、時間はいくらあっても足りなく感じるものです。ですから余裕など感じるはずがないのが普通なのです。お子さまは、様々な不安をかかえながら頑張っています。どうか、保護者のみなさまにおかれましては、お子さまを「信頼」し、あたたかく見守ってあげて下さい。
─────────────────────────────────────　　　　
· １０月の行事予定

· 英検特別講座：１０月２日・３日と連続でやりましたが、まだ充分とはいえない生徒が多いので、１０日(月)も実施します。　時間はいつも通りです。
· 英検：１０月１６日(日)　４級・準２級は午前9時半集合。5級・3級・2級は午後１時集合。

· 中３生対象三者面談：１０月２３日（日）午前９時から個別に行います。
　　　　　　　　　　　別紙にて申し込んでください。
《月謝納入のお知らせ》
 １０月分の月謝納入は９月２７日(火)まででしたが、まだの方はお早めにお願いいたします。
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「内省を迫る」
単なる地球規模での地殻変動。そう考えればそれまでだが、私はいつも何かが起きると、「なぜ？」、「原因は？」と、考える。それには理由がある。物事は、原因があるから、結果が起きるのだ・・・、と考えるのが理にかなっていると信じているからだ。これは、所謂私の癖のようなものだから、気にしないでもらってよいのだが、自省の念を込めて書き残しておきたい。

このたびの震災は自然災害なのに、なぜ自省が必要なのかという理由は、先に述べた通りまったく個人的なことであり、特に意味は無い。4月7日の余震の後、何とか再開の目途が立ち、車で塾へ向かう途中、マックスバリュの横断歩道で停止すると、初老の夫婦が目に止まった。盲目の夫の手を引いて、ゆっくりと横断歩道を渡っている。この男性は今回の大震災をどう思ったのだろうか。目の見えない人には、この大災害をどう感じたのだろうか。
塾に着いて、目を閉じてみると、何も見えない。爆撃を受けたような建物の外観も、無残にひび割れた入り口のガラスや、剥がれ落ちそうな室内の壁も見えない。あるのは地震の前と変わらない自分。そこにあるのは自分の心。とすれば、問題は「己自身の心」なのではないのか。ただ目を開けているだけでは、実は何も見えてはいないのだ。「心」があって、はじめて“見える”のではないか。
何が見えるか。それは人によって異なる。何を為すべきか。それも人によって異なるだろう。己としっかり向き合うことで、何が起きたのか。己に何を気づかせようとしているのか。自分が本当に欲していることは何なのかが、見えてくるのではないだろうか。
あの盲目の男性の心に、今回の大震災はどう映ったのだろうか。彼の心の目に映ったもの、それは、生きることを考える大きなヒントになるように思えてならない。
たびたび起きる余震は、私に本気で内省を迫っているように思えてならない。
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